
画家やイラストレーターとして活躍するスズキ コージさんの作品は、見る人に
強烈なインパクトを与える。力強くいきいきとしたタッチ、とぼけた味わいの

あるシュールな絵柄、独特の言語感覚を駆使した不思議な物語には、子どもから大人
まで魅了されてしまう。ライブペインティングにも積極的に取り組む、スズキ コージ
さんの“アカデルミック”な創作世界に迫ってみた。

W E B

スズキコージ公認ホームページ ZUKING
http://www.zuking.com/

スズキ コージさんの過去の出版物、最新のイ
ベント情報などがわかる本人公認のサイト。

L
.C

.N
.L

7

  



L
.C

.N
.L

8

スズキ コージさんの作品は、強烈なインパクト
と何とも言えない味わい深さを感じさせる。
東京都中野区にあるスズキさんのアトリエも、

自らペインティングしたテーブルボックスや
自作のお面、小物にあふれていた。創作に
使うコラージュ用の写真のくずは、スズキ
さんの足もとにたまっていた。

スズキさんは個展の際、時折「アカデルミック
コージズキン」と名乗っている。コージはわかる
が、“アカデルミック”とは何か。
「権威を意味するアカデミックじゃないん
ですよ。僕が作った言葉でアカが出るという
こと。結局、僕はアカデミックなことや権威と
いったものと正反対のことをやっているな、と
自分でもハッキリ意識している。ズキンはスズキ
を後ろに持ってきてスを取っちゃってコージ
ズキン。ズキズキするとか、ズキンとすると
かね」
小さい頃から絵が大好きだった。食事と睡眠

以外はほとんど野外生活という、のびのびと
した自然児ぶりは自伝『てのひらのほくろ村』
に詳しい。アカが出るというのは、自然の中を
泥まみれで駆け巡った幼少時代に由来する。

高校卒業後は赤坂にある親戚の割烹料理店
に勤めた。世に出るきっかけは、雑誌『アンアン』
や『ポパイ』のアートディレクターで知られる
故・堀内誠一さんがたまたま来店して、山の
ようにストックしていたスズキさんの絵を目に
したことだ。
「人との出会いが良かった。堀内さんが僕の
絵を気に入って、『アンアン』の前身の『平凡
パンチ』女性版の創刊号で取り上げてくれたん
です。堀内さんはさまざまな人を紹介してくれた。
すぐには仕事は来なかったけれど、僕の仕事
を見守ってくれていた人です。素敵な人たちが
応援して、支えてくれたんですよね」
今では文化人との交流、コラボレーションも

多い。

フォークシンガーの故・高田渡さんとは、共同
生活の時期もあったほど親交が深かった。
「彼はクソのつく現実主義。黒光りするような
類を見ない表現でしたね。お互いに違いを認め
合えた」と懐かしむ。高田さんと対比した自身に

芸術家ではなく
生産者

P R O F I L E

スズキ コージさん SUZUKI KOJI

1948年生まれ、静岡県浜北市出身。画家、イラストレーター。新宿路上での個展後、
1971年に個展「コージズキンの世界」を開く。大胆で迫力のある色遣いやシュールな
絵で強烈な印象を残す。各地でライブペインティングやワークショップを積極的に行って
いる。『エンソくんきしゃにのる』（福音館書店）で小学館絵画賞を受賞、その他の受賞歴
多数。数々の絵本の創作や作画によって子どもから大人まで幅広いファンを持つ。

アカが出るから
“アカデルミック”
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ついては、「僕は目に見えない世界を表現して
いて、シャガールの絵みたいに足が地に着いて
いない。僕の表現は座頭市みたいでね、目を
つぶって絵を描いているようなもの」という。

2006年から2007年の年末年始は、天願大介
監督の新作映画『世界でいちばん美しい夜』
（※１）の背景や人物画を大量に描いていた。
仕事のペースはかなり早いようだ。
「僕は多産系だと思います。アイディアに
詰まること? 詰まってみたいなとは思うね。若い
人たちはよく、絵が描けなくて悩んでいます、
とか言うけど、僕も描けなくて悩んでみたい」

若い頃は東京を放浪し、電話が止められる
ほどの“金欠病”で食べられない時期があった
ものの、得意な絵を「バカのひとつ覚えみたいに
描き続け」、高く評価されている。しかし、スズキ
さん自身は「人は芸術家だと言ってくれるんだ
けど、僕自身はそうは思っていない。ただ、そう
言ってくれるのは一向に構わない」と淡 と々して
いる。
「どちらかというと、自然災害がない限り野菜
をどんどん作るような農民に近い。だから芸術家
ではなくて、僕自身は生産者だと思っているわけ。
それが喜びになっている」
明るいうちは絵を描いて、夜は行きつけの

飲み屋に繰り出す。
「一番の得意技は絵。それがそのまま現在に
至っている。これはとっても幸せなこと」
本物の才能は尽きることがない。

スズキさんの絵は無国籍、サイケ調、骨太
なラインが特徴的だが、ペン画を多用したり、
割り箸に墨をつけて描いた作品など、時期に
よって描き方も異なる。ロシア語の文字の形に
惹かれてアエロフロートの機内誌をコラージュに
使うことも多い。創作意欲がオンになるときの
きっかけはどういうものなのだろうか。
「こればっかりはわからない。僕はアドリブに
強くて、メインは即興なんです。ライブペイン
ティングもそう。音楽と絵はかなり近くて、絵
という表現手段を持っていなかったら、ジャズ
ミュージシャンになっていたかもしれない」

1968年、新宿の路上でかついでいた絵を並べ、
即興の個展を開催したのはスズキさんの原点に
なっている。人がたくさん集まってきて近くの
交番で「かなり絞られた」が、意に介さなかった。

絵という自己表現の
手段を得て

仕事中のスズキコージさん。個性的な佇まいながらリラックスできる空間なのは、
気さくな主の人柄なのだろう。

呼び鈴代わりの看板には、「渦巻き蚊取り線香型ト音記号」なるスズキさん独自の模様がペイン
ティング。室内はスズキさんが絵を描いた道具や小物、お面などが混在した独創的な空間。

現在は「1、2ミリは大人になった」と言うスズキさん。お気に入りの帽子をかぶってアトリエ
の外のベンチでくつろぐ。子どものような好奇心とエネルギーに満ちあふれている。



わからないような境地だそう。
「どんな人でもわかる表現が大事だと思う。
かえって文字を知らない人が表現するとユニーク
なものが生まれることもある。
一見頭が悪そうに見えるけれど、実はもの

すごく頭がよかったり、男なんだけれど女っぽい
ところをタップリ持っていたりする。天国と地獄、
山と海、天使と悪魔といった対極にあるものが
あれば最高ですね。自分の中に天使と悪魔を獲得
することが、生涯のやることだと思っている」

今の世の中には「聞きたくないようなマイナスの
事件」がはびこっている。そのため、スズキさんは
「プラスのトラブルメーカーとして、楽しくなるような
プラスの事件を引き起こしたい」と話す。では、
今後やってみたいことはどんなことだろうか。
「東中野駅のデザインなんかやりたいね。公共
の建物を僕にやらせて欲しいなあ。郵便ポストだ
けでもいいけどね。ラブレター専用や借金催促用
とか、差し出し口が８つくらいあるもの」
マイナスの事件がある限り、スズキさんは

プラスの事件の犯人として、楽しさの火の粉を
振りまき続けることだろう。

Text by：あずま順

猥雑で混沌としている時代は、今よりも活力に
満ちていたのだろう。
好きなメキシコから帰ってくると、日本は「戒厳令

かと思う」ほど静かだと感じるのだそうだ。その
ような社会状況が独創性の発露を妨げている
のだろうか。
「若い人は高いお金を出して絵の学校に
行ったりしているけれど、みんなどんぐりの
背比べ。突出した個性を生みだすには、原始
生活を体験してこそなのでは」とスズキさん。
外国旅行の利便性のために自らペインティング

した携帯電話は持っているが、創作にコンピュータ
を使うのは「まだるっこしい」と感じるアナログ派
でもある。

土着的エネルギーに満ちた“アカデルミック”
な姿勢は、各地で行うライブペインティングでも
発揮されている。子どもたちと一緒にお面を
作り、できたお面をかぶって音を鳴らしながら
パレードするのだ。スズキさんも自らお面を
かぶって練り歩く。
「お面をかぶったまま高級ブランドショップに
入らないでください、というお達しがあったん
だけど、そう言われるとますますトツゲキしたく
なる。でも警備員に止められた」とスズキさん
は笑う。
内在する狂気は、創作の中に昇華している。

目指しているのは、頭がいいのか悪いのか

おばけドライブ
ビリケン出版　1680円（税込）

おばけたからくじを
買ったヘイザくんが、
賞品のスポーツカーに
乗ってガールフレンド
のカアコさんとカッパ
池までドライブする。

きゅうりさんあぶないよ
福音館書店　780円（税込）

「ねずみがでるからあぶ
ないよ」と声をかけられ、
きゅうりさんは姿を変えな
がらどんどん進んでいく。
幼児向きの絵本。

サルビルサ
架空社　1575円（税込）

獲物を巡って敵対する
2つの軍隊。反対の言葉
を使う両軍をダイナミック
に描く。

てのひらのほくろ村
架空社　1575円（税込）

小学生時代までの思い出
をユーモアに満ちた筆致
で綴る。小学校1、2年
の絵日記を収録。

とさかにごはん
理論社　1050円（税込）

ハンジュクさんが鳥の
みるとんくんを連れて旅
をする。ページをめくる
たびにしりとりでつないで
いくユニークな絵本。

（※１）『世界でいちばん美しい夜』
天願大介監督、田口トモロヲ主演の映画。アニメと
実写を組み合わせて、主人公が原始時代の生活に
戻るという描写を実現。スズキさんは絵師として参画し、
背景や人物、小物などを描いている。2007年のカンヌ
国際映画祭に出品予定。公開は６月頃。

描いているのは「太宰（治）くんの『お伽草子』の挿絵」。「カチカチ山」のたぬきを
描いているところだ。みるみるうちに完成させていく。

プラスの事件を
引き起こす


